
令和７年度 四季の郷 利用者からの苦情提出状況 

 

障がい者支援施設 四季の郷では利用者の人権保護の観点からも大洋会規程

の「苦情解決規程」に則り適切に対応していることで、以下に令和７年度に出

された苦情内容を報告致します。 

なお、内容によっては個人情報も含まれるので詳細としての固有名詞は省く

こととさせて頂きます。 

 

ケース１ 

利用者：50 代男性 

内 容：職員の対応が不適切である。導尿容器の洗浄がされておらず、指摘す

ると開き直り「忘れるのは仕方がない」と言っているのはなぜか？ 

対 応：当該職員へは指導して是正することとして謝罪しています。 

 

ケース２ 

利用者：20 代男性 

内 容：職員の対応が不適切である。口腔介助をしてもらっているが、歯ブラ

シを電動歯ブラシに替えた方がいいのではないかと言われた。その際

に回答をしないでいると「黙っていないで受け答えをして下さい。」

と更に言われた。 

対 応：利用者本人が納得して歯ブラシを使用しているので、強制的な言い方

はしないことと指導して謝罪をしています。 

 

ケース３ 

利用者：20 代男性 

内 容：「ケース２」に関連して、担当職員から「なぜ施設長へ直接申し出た

のでしょうか。介護の係長へ訴えるべきではないか」と言わたので担

当職員を替えて欲しい。 

対 応：他の職員と話しをすることで気が紛れたことで当初の訴えである、担

当を替えて欲しいという訴えは無くなりました。 

 

ケース４ 

利用者：50 代女性 

内 容：肩を痛めているが着替えを手伝ってほしい旨をある職員へ伝えたとこ

ろ「他利用者の対応をするので無理はせずにやれるところまでやって



ください」と言われてしまった。利用者の状態を理解して欲しいで

す。 

対 応：当該職員へは利用者との会話や介護支援には利用者の状況をしっかり

と理解して適切な対応を取ることと指導しています。 

 

ケース５ 

利用者：50 代女性 

内 容：ある職員の対応が不適切である。一方的な言い方や話しを遮られる行

為があるので是正して欲しい。 

対 応：当該職員へは利用者からの訴えの内容を伝えて上司と数回面談を繰り

返しながら是正することと納得しています。 

 

ケース６ 

利用者：60 代女性 

内 容：「「ケース５」と関連してある職員の対応が不適切である。利用者への

対応で不公平があるので直して欲しい。 

対 応：「「ケース５」と同様に当該職員へは利用者からの訴えの内容を伝えて

上司と数回面談を繰り返しながら是正することと納得しています。 

 

以上６件の苦情が令和 7年度に利用者から申し出されており、適切に解決し

て法人本部へも内奥を報告しています。 

 


